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2022年３月期連結業績と前期実績との差異および連結決算における 

営業外収益の計上ならびに個別決算における特別損失の計上に関するお知らせ 
 

当社は、2022 年３月期（2021 年４月１日～2022 年３月 31 日）の連結業績と前期実績値との差異および連結

決算における営業外収益の計上ならびに個別決算における特別損失の計上につきまして、下記のとおりお知

らせいたします。 

 

記 

 

１．2022年３月期連結業績と前期実績との差異 

 

売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前期実績（Ａ） 

2021年３月期 
336,405 17,752 18,012 10,022 241.65 

当期実績（Ｂ） 

2022年３月期 
354,085 25,846 28,902 21,488 518.12 

増減額（Ｂ－Ａ） 17,680 8,094 10,889 11,466  

増減率（％） － － － －  

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当連結会計年度の期首から適用しており、2022年３

月期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっており、対前期増減率は記載しておりません。 

収益認識会計基準等を当連結会計年度の期首から適用したため、主な影響として、代理人として行われる

取引について従来売上高と売上原価を総額で表示していたものを、純額表示にしております。下記ご参考とし

て、前期の売上高について、代理人として行われる取引を総額表示から純額表示に組み替えた数値で記載し

ております。 

（単位：百万円） 

 2021年３月期 2022年３月期 増減 増減率 

連結売上高 312,306 354,085 41,779 13.4% 

 単体サービス 218,825 238,812 19,987 9.1% 

 国内関係会社 35,906 40,129 4,222 11.8% 

 海外関係会社 67,690 86,498 18,808 27.8% 

 セグメント間消去等 △10,115 △11,354 △1,239 △12.3% 
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２．差異が生じた理由 

2022 年３月期の連結業績は、単体サービスおよび国内、海外関係会社の全セグメントにおいて、受注が

増加したことにより、売上高 354,085 百万円（前期 336,405百万円）となりました。利益については、単体サー

ビスセグメントにおいて、受注増加に加えて案件の採算性改善など、国内関係会社セグメントにおいては、一

部の上場子会社や BPO サービス事業子会社の利益増加など、また海外関係会社セグメントにおいては、韓

国、東南アジア子会社における収益性改善など、全セグメントで収益性が改善しました。結果、営業利益は

25,846百万円（前期 17,752百万円）、経常利益は、28,902 百万円（前期 18,012 百万円）、親会社株主に帰

属する当期純利益は 21,488 百万円（前期 10,022 百万円）となりました。 

 

３．連結決算における営業外収益の計上について 

   当第４四半期連結会計期間において、当社の持分法適用関連会社各社の業績に基づき利益計上したこ

とに伴い、連結決算の営業外収益において「持分法による投資利益」2,958百万円を計上しております。 

 

４．個別決算における特別損失の計上について 

当事業年度において、当社が保有する関係会社株式の一部について、簿価に比べ実質価額が著しく下

落していることから、個別決算の特別損失において「関係会社株式評価損」3,608 百万円を計上しておりま

す。 

 

詳細につきましては、本日公表いたしました「2022 年 3 月期決算短信〔日本基準〕（連結）」をご参照くださ

い。 

 

以  上 

 


